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本
書
は
、
神
社
新
報
創
刊
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
神
社
本
庁

総
合
研
究
所
の
監
修
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
社

新
報
社
の
小
串
和
夫
代
表
取
締
役
社
長
の
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、

本
書
は
「
神
社
関
係
者
を
対
象
と
し
て
、
戦
後
六
十
年
の
神
社
・

神
道
を
取
り
巻
く
重
要
な
諸
事
項
の
課
題
・
問
題
点
を
検
証
す
る

と
同
時
に
、
現
在
お
よ
び
将
来
へ
の
展
望
を
提
起
し
、
そ
の
問
題

意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
、
全
十
一
章
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
章
は
、
編
集
委
員
を
担
当
さ
れ
た
大
原

康
男
・
阪
本
是
丸
・
櫻
井
治
男
・
佐
野
和
史
・
牟
禮
仁
・
茂
木
貞

純
・
前
田
孝
和
の
諸
氏
な
ど
、
現
代
の
神
社
界
・
神
道
学
界
に
お

い
て
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
の
執
筆
に
か
か
る
。

　

全
十
一
章
の
内
容
は
、
第
一
章
「
戦
後 

出
発
点
」（
大
原
康
男
）、

第
二
章
「
神
社
と
政
治
」（
大
原
康
男
）、
第
三
章
「
天
皇
・
皇
室
」

（
阪
本
是
丸
）、
第
四
章
「
神
宮
」（
牟
禮
仁
）、
第
五
章
「
神
社
本

庁
・
神
社
新
報
」（
佐
野
和
史
）、
第
六
章
「
神
社
」（
茂
木
貞
純
）、

第
七
章
「
祭
祀
・
信
仰
」（
櫻
井
治
男
）、
第
八
章
「
神
職
」（
茂
木

貞
純
）、
第
九
章
「
教
学
・
教
化
」（
牟
禮
仁
・
佐
野
和
史
）、
第
十

章
「
神
道
」（
阪
本
是
丸
）、
第
十
一
章
「
そ
の
他
」（
前
田
孝
和
）

と
な
っ
て
お
り
、「
附
録
」
と
し
て
、「【
年
譜
】
神
社
本
庁
設
立
・

本
宗
関
係
事
項
】「【
年
表
】
戦
後
神
社
神
道
・
神
社
本
庁
関
連
主

要
関
係
事
項
」「【
資
料
】
神
社
本
庁
憲
章
・
敬
神
生
活
の
綱
領
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
各
章
を
担
当
さ
れ
た
編
集
委
員
の
先

生
方
で
あ
る
。
敬
称
略
）。

　

本
書
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
神
社
・
神
道
が
歩
ん
で
き
た
六
十
年

間
の
道
程
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
課
題
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た

記
述
自
体
は
平
易
・
簡
潔
・
正
確
を
旨
と
し
て
い
る
が
、
各
章
、

あ
る
い
は
各
章
の
各
節
に
は
、
参
考
文
献
も
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い

て
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
れ
ば
、
問
題
点
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
本
書
は
、
言
わ
ば
神
社
・
神
道
の
戦
後
六
十
年

の
「
総
括
」
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
神
社
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
神
社
・
神
道
の
戦
後
の
歩
み
を
知
り
た
い
一
般
の
読
者
も
十

分
満
足
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
監
修
・
神
社
新
報
創
刊
六
十
周
年
記
念
出
版
委
員
会
編

『
戦
後
の
神
社
・
神
道
―
歴
史
と
課
題
―
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
二
年
二
月　

Ｂ
5
判　

四
六
〇
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円
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古
来
、
伊
勢
神
宮
で
は
二
十
年
毎
に
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
五
年
に
は
第
六
十
二
回
の
佳
節
を
迎
え
る
。
ま

た
、
こ
の
年
は
出
雲
大
社
に
於
い
て
も
「
平
成
の
大
遷
宮
」
と
称

さ
れ
る
六
十
年
毎
の
造
替
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
る
年
に
当
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
の
遷
宮
を
記
念
し
て
、
三
重

県
の
皇
學
館
大
学
と
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
が
「
伊
勢

神
宮
と
出
雲
大
社
の
遷
宮
に
学
ぶ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
共
同
公

演
会
を
開
催
し
た
内
容
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
年

四
月
か
ら
八
月
迄
の
五
回
に
亘
る
講
演
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

構
成
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」、「
Ⅰ 

伊
勢
・
出
雲
の
神
々

と
日
本
文
化
」、「
Ⅱ 

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
と
出
雲
大
社
造
営
の

歴
史
」、「
Ⅲ 

伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
の
祭
祀
と
建
築
」、「
Ⅳ 

伊

勢
神
宮
・
出
雲
大
社
の
創
祀
と
出
雲
神
話
の
世
界
」、「
Ⅴ 

伊
勢

信
仰
と
出
雲
信
仰
」、「
あ
と
が
き
」
と
な
っ
て
お
り
、
Ⅰ
か
ら
Ⅴ

ま
で
全
十
二
本
の
講
演
（
座
談
会
「
伊
勢
・
出
雲
の
神
々
と
日
本
文

化
」
一
本
を
含
む
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
章
の
執
筆
は
、

井
後
政
晏
・
上
田
正
昭
・
岡
田
登
・
岡
田
芳
幸
・
品
川
知
彦
・
清

水
潔
・
千
家
和
比
古
・
錦
田
剛
志
・
伴
五
十
嗣
郎
・
森
田
喜
久

男
・
渡
辺
寛
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
の
諸
氏
が
担
当
さ
れ
て
い
る
。

　

古
代
国
家
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
は

政
治
的
な
意
味
で
も
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
が
、
双
方
の
先

行
研
究
の
内
容
は
広
範
か
つ
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、

最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
の
特
色
を

比
較
検
討
し
、
双
方
の
歴
史
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
察
し
て
い
る
。

　

本
書
の
な
か
で
、
今
回
企
画
さ
れ
た
講
演
会
に
つ
い
て
、「
双

方
の
歴
史
文
化
を
同
時
に
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
講
演
会
は
こ
れ

ま
で
に
な
く
、
こ
の
た
び
の
試
み
は
初
め
て
の
企
画
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
」（
あ
と
が
き
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

本
書
の
各
章
で
は
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
の
歴
史
を
対
比
さ
せ

る
か
た
ち
で
、
双
方
の
特
色
を
詳
細
か
つ
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
全
編
に
亘
り
平
易
な
文
章
で
読
み
や
す

く
書
か
れ
て
お
り
、
江
湖
に
も
広
く
推
奨
す
る
一
冊
で
あ
る
。

皇
學
館
大
学
・
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
編

『
伊
勢
と
出
雲
の
神
々
』

　
　

学
生
社　

平
成
二
十
二
年
六
月　

Ａ
5
判　

二
四
二
頁　

本
体
三
二
〇
〇
円
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先
に
『
西
南
戦
争
―
西
郷
隆
盛
と
日
本
最
後
の
内
戦
―
』（
中

公
新
書
、
平
成
十
九
年
）
を
刊
行
し
、
新
書
と
い
う
小
さ
な
器
の
な

か
で
、
西
南
戦
争
の
全
体
像
を
見
事
に
描
い
て
み
せ
た
著
者
が
、

再
び
戦
争
を
主
題
に
す
る
書
物
を
刊
行
し
た
。
著
者
は
私
た
ち
に

呼
び
か
け
る
。「
昭
和
期
の
戦
争
に
対
す
る
宗
教
の
協
力
を
不
気

味
な
交
響
曲
に
た
と
え
る
な
ら
、
我
々
は
そ
の
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ

を
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
体
制
下
で
耳
に
し
、
い
ま
な
お
、
そ
の
余

韻
の
な
か
に
い
る
。
そ
の
交
響
曲
を
導
く
前
奏
曲
は
、
明
治
期
か

ら
流
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
調
べ
は
い
か
に
形
成
さ
れ
、
展
開

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
こ
れ
が
、
本
書
を
通
じ
て
読
者
諸
氏
に
届

い
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
」（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
と
。
し
た
が
っ
て
、

戦
争
を
主
題
に
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
明
治
国
家
の
体
験
し

た
戦
争
の
な
か
で
、
日
本
の
宗
教
界
が
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た

の
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
実
態
」
究
明
の
た
め
、

著
者
は
戊
辰
戦
争
か
ら
叙
述
を
始
め
る
。

　

本
書
は
、
第
一
章
「
戊
辰
戦
争
と
宗
教
―
権
力
交
代
劇
の
狭
間

で
―
」、
第
二
章
「
台
湾
出
兵
―
初
め
て
の
海
外
派
兵
と
軍
資
献

納
―
」、
第
三
章
「
西
南
戦
争
―
日
本
最
後
の
内
戦
の
中
で
―
」、

第
四
章
「
日
清
戦
争
―
ア
ジ
ア
の
大
国
と
の
対
戦
と
軍
事
支
援

―
」、
第
五
章
「
日
露
戦
争
―
列
強
と
の
対
決
と
「
団
結
」
―
」

の
五
章
構
成
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
決
し
て
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
、
宗
教
と
戦
争
の
複
雑
な
関
係
が
顕
わ
に
さ
れ
て
い
る
。
積
極

的
な
協
力
姿
勢
か
ら
、「
非
戦
論
」「
反
戦
論
」
な
ど
の
消
極
的
な

姿
勢
ま
で
、
明
治
国
家
の
あ
ゆ
み
に
伴
っ
て
い
た
戦
争
に
は
、
常

に
宗
教
の
影
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、

西
南
戦
争
に
お
け
る
真
宗
と
神
社
の
動
向
を
対
比
し
た
第
三
章
や
、

日
露
戦
争
が
盛
り
上
が
る
な
か
で
迫
害
を
受
け
た
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
、
そ
れ
を
保
護
す
る
政
府
（
こ
れ
に
は
政
府
の
思
惑
も
あ
っ
た

の
だ
が
）
の
動
向
を
論
じ
た
第
五
章
な
ど
は
、
特
に
印
象
的
で
あ

る
。
本
書
は
、
近
代
日
本
の
戦
争
を
論
ず
る
際
に
見
逃
さ
れ
が
ち

な
側
面
を
知
る
上
で
有
益
な
一
冊
で
あ
り
、「
選
書
」
に
は
珍
し

い
詳
細
な
註
が
、
本
書
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

小
川
原
正
道
著　
　
〈
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
〉

『
近
代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』

　
　

講
談
社　

平
成
二
十
二
年
六
月　

四
六
判　

二
二
〇
頁　

本
体
一
五
〇
〇
円
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天
皇
陛
下
の
御
公
務
の
な
か
で
宮
中
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
部
（
即
位
儀
礼
や
皇
族
の
御
誕
生
・
御
成
婚
な
ど
）
が
報
道
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
今
日
ま
で
の
歴
史
や
年
中
祭
祀
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
著
者
が
「
国

民
の
皆
さ
ん
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
天
皇
の
御
本
質
、
ま
た
宮
中
の

祭
祀
に
つ
い
て
、
興
味
、
関
心
を
抱
い
て
頂
く
こ
と
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
従
来
、
専
門
書
以
外
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
宮
中
祭
祀
の
内
容
と
現
状
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　

本
書
は
七
章
構
成
で
あ
り
、
第
一
章
「
宮
中
祭
祀
と
そ
の
歴

史
」、
第
二
章
「
宮
中
三
殿
と
職
掌
」、
第
三
章
「
宮
中
三
殿
の
諸

祭
」、
第
四
章
「
皇
室
の
臨
時
祭
祀
」、
第
五
章
「
陵
墓
と
勅
祭
」、

第
六
章
「
皇
室
祭
祀
の
現
状
」、
第
七
章
「
付
図
」（
※
「
現
行
年

間
宮
中
祭
祀
一
覧
・
現
行
国
民
の
祝
日
と
宮
中
祭
祀
・
歴
代
天
皇
陵
、
祭

日
一
覧
・
宮
中
三
殿
図
・
近
世
の
内
侍
所
」）
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
宮
中
祭
祀
の
概
略
、
三
種
神
器
の
重
要
性
、
御

製
・
御
著
述
か
ら
拝
す
る
歴
代
天
皇
の
祈
り
と
御
敬
神
の
念
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
宮
中
三
殿
の
あ
ら
ま
し
と
と

も
に
掌
典
職
や
楽
師
の
職
掌
、
天
皇
の
御
装
束
、
毎
朝
の
御
拝
に

つ
い
て
触
れ
、
第
三
章
で
は
新
年
の
四
方
拝
か
ら
始
ま
る
宮
中
三

殿
の
年
中
祭
祀
を
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
章
で
は
皇
室
の

臨
時
祭
と
し
て
葬
礼
、
即
位
儀
礼
、
御
成
婚
・
成
年
式
・
海
外
行

幸
啓
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
五
章
で
は
歴
代
天
皇
の
陵
墓
と
祭

祀
・
式
年
祭
、
さ
ら
に
勅
祭
社
と
皇
室
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
第
六
章
で
は
前
章
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え

で
現
在
の
宮
中
祭
祀
の
簡
略
化
に
つ
い
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。

　

著
者
が
本
書
に
お
い
て
天
皇
の
御
本
質
を
「
祭
祀
王
」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
御
日
常
は
不
断
の
「
ま
つ
り
ご
と
」
と
不

可
分
で
あ
り
、
本
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
近
年
の
宮
中
祭
祀
の
簡

略
化
は
古
儀
を
護
り
伝
え
て
ゆ
く
う
え
で
深
刻
な
問
題
と
い
え
る
。

　

本
書
は
全
章
に
亘
っ
て
平
易
な
文
章
で
書
か
れ
て
お
り
、
は
じ

め
て
学
ぶ
読
者
に
も
読
み
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
宮
中
祭

祀
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
是
非
目
を
通
し
て
お
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

中
澤
伸
弘
著

『
宮
中
祭
祀
―
連
綿
と
続
く
天
皇
の
祈
り
―
』

　
　

展
転
社　

平
成
二
十
二
年
七
月　

Ｂ
6
判　

一
五
二
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円
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平
成
二
十
二
年
は
神
道
史
の
通
史
が
二
冊
も
刊
行
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
。
一
冊
は
、
鎌
田
純
一
氏
の
『
神
道
史
概
説
』（
神
社
新
報

社
）
で
あ
り
、
も
う
一
冊
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
古
代
・
中

世
の
神
道
史
研
究
を
牽
引
さ
れ
て
い
る
岡
田
莊
司
氏
の
編
集
に
な

る
も
の
で
あ
り
、
吉
川
弘
文
館
の
〈
テ
ー
マ
別
〉
通
史
シ
リ
ー
ズ

の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
執
筆
は
岡
田
氏
を
は
じ
め
、
笹
生

衛
・
藤
森
馨
・
西
岡
和
彦
の
諸
氏
と
い
っ
た
中
堅
で
活
躍
す
る
研

究
者
の
ほ
か
、
加
瀬
直
弥
・
齊
藤
智
朗
両
氏
と
い
う
若
手
の
研
究

者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
神
道
史
研
究
の

最
新
の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
第
Ⅰ
部
「
神
道
と
は
何
か
」、
第
Ⅱ
部
「
神
道
の
歴

史
」、
第
Ⅲ
部
「
神
社
の
分
布
と
神
道
の
現
在
」
の
三
部
構
成
と

な
っ
て
お
り
、「
神
道
の
歴
史
的
変
容
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
神

道
・
神
社
の
あ
り
方
に
迫
る
」（
は
じ
め
に
）
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
「
神
道
と
は
何
か
」
に
よ
っ
て
、
神
道
の
基
本
的
性
格
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
の
理
解
が
得
ら
れ
よ
う
。
本
論
と

も
言
う
べ
き
第
Ⅱ
部
「
神
道
の
歴
史
」
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
の

神
道
史
が
概
観
さ
れ
る
。
叙
述
の
視
座
は
一
つ
で
な
く
、
制
度

史
・
社
会
史
・
異
文
化
交
流
史
・
思
想
史
・
精
神
史
な
ど
、
複
眼

的
な
視
座
か
ら
神
道
の
歴
史
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅲ
部
「
神

社
の
分
布
と
神
道
の
現
在
」
は
、
八
幡
信
仰
や
伊
勢
信
仰
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
神
社
信
仰
の
全
国
的
分
布
を
概
観
し

て
い
る
。
ま
た
神
社
信
仰
の
過
去
と
現
在
を
鳥
瞰
し
て
論
じ
た
部

分
は
、
本
書
の
「
結
論
」
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

参
考
文
献
や
年
表
、
詳
細
な
索
引
は
本
書
の
理
解
を
助
け
る
。

　

神
道
は
政
治
や
文
学
・
芸
術
な
ど
の
世
俗
の
歴
史
の
な
か
に
あ

り
、
ま
た
日
本
人
の
心
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
存
し
て
い
る
あ

る
も
の
で
も
あ
る
神
道
は
、「
そ
の
時
々
の
歴
史
的
事
実
の
上
の

み
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
西
田
長
男
の
理
解
が
、
本
書
の

「
出
発
点
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
一
般
向
け
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
神
道
を
理
解
し
た
い
一
般
の
方
が
た
に
は
、
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

岡
田
莊
司
編

『
日
本
神
道
史
』

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
二
十
二
年
七
月　

Ｂ
6
判　

三
四
二
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円
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戦
後
の
《
神
道
史
学
》
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
先
達
の
一
人
で
あ

る
鎌
田
純
一
氏
が
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
神
道
史
の
概
説
書
を

出
版
さ
れ
た
。
斯
界
待
望
の
書
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
概
説
書

と
い
う
に
は
一
、〇
〇
〇
頁
近
く
の
大
著
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
大

部
の
神
道
史
の
通
史
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
佐
伯
有
義
『
大
日

本
神
祇
史
』（
国
晃
館
、
大
正
二
年
）、
清
原
貞
雄
『
神
道
史
』（
厚

生
閣
、
昭
和
七
年
）
以
来
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、《
神
道
史
学
》
の

目
的
を
「
時
代
ご
と
に
現
わ
れ
る
神
道
の
特
性
、
さ
ら
に
時
代
を

通
じ
て
変
ら
ざ
る
神
道
の
本
質
を
探
究
す
る
こ
と
」（
序
）
で
あ

る
と
明
言
す
る
。
こ
れ
は
本
書
全
体
を
貫
く
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

り
、
ま
た
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
第
一
章
「
古

代
」・
第
二
章
「
上
代
」・
第
三
章
「
中
世
」・
第
四
章
「
近
世
」・

第
五
章
「
近
代
」・
第
六
章
「
現
代
」
に
時
代
を
区
分
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
時
代
ご
と
に
現
わ
れ
る
神
道
の
特
性
、
さ
ら
に
時
代
を

通
じ
て
変
ら
ざ
る
神
道
の
本
質
を
探
究
」
し
て
い
く
。
本
書
に
お

け
る
著
者
の
叙
述
は
、
確
実
な
史
料
に
基
づ
く
実
証
的
な
も
の
で
、

制
度
と
思
想
の
両
面
を
見
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
各
章
の
註

を
見
て
い
く
こ
と
で
、
神
道
史
の
基
本
的
な
史
料
は
何
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
は
、
著
者
な
ら
で
は
の
視
点
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
「
中
世
」
で
、
伊
勢
神
道
や
神
宮

祠
官
の
活
動
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
点
は
、
中
世
伊
勢
神

道
研
究
の
大
家
で
あ
る
著
者
の
面
目
躍
如
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
ま
た
第
四
章
「
近
世
」
に
お
け
る
国
学
の
概
説
は
、
平
田

神
社
宮
司
を
務
め
ら
れ
た
経
験
を
反
映
し
て
か
、
平
田
篤
胤
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
掉
尾
を
飾
る
現
代
の
皇
室
祭
祀
に

つ
い
て
は
、「
国
制
の
変
化
な
ど
と
と
も
に
、
部
分
変
化
さ
せ
ら

れ
、
ま
た
改
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
と
云
え
よ
う
が
、
そ
の
根

本
は
現
代
に
も
変
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
継
承
さ
れ
て
き
て
い

る
」（
八
九
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宮
内
庁
掌
典
と
し

て
、
平
成
の
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
に
奉
仕
さ
れ
た
著
者
の
含
蓄
あ

る
言
葉
と
言
え
よ
う
。

鎌
田
純
一
著

『
神
道
史
概
説
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
二
年
十
月　

Ａ
5
判　

八
九
七
頁　

本
体
五
〇
〇
〇
円
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近
年
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
や
「
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
広
告
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
れ
ら
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発

信
さ
れ
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
流
行
語
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
を
通

し
て
近
年
「
宗
教
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
宗
教

が
「
流
行
」
の
一
端
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
現
在
、
神
道
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
現
代
社
会
と

神
道
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
、
氏
神
と
日
本
人
と
の
関
係
の
変

化
や
現
状
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
文
十
三
本
で
構
成
さ
れ
る
。
編

者
で
あ
る
石
井
研
士
氏
は
、
特
に
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
現
代
人
と

神
社
の
関
係
に
つ
い
て
注
目
し
、
現
代
人
が
「
急
激
で
一
時
的
な

関
心
」
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
つ
い
て
、「
従
来
神
社
神
道
が
基
盤

と
し
て
き
た
氏
神
信
仰
と
は
異
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
各
論
文
は
現
代
社
会
に
お
け
る
伝
統
的
な
神
道
祭
祀
の
継

承
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
現
代
メ

デ
ィ
ア
と
神
社
と
の
多
様
な
関
わ
り
に
つ
い
て
、
実
例
を
踏
ま

え
そ
の
現
状
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
各
論
を
通
し
、
た
と

え
「
流
行
」
で
あ
れ
、
神
道
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
肯
定
的
で
あ
る
一
方
、
こ
の
現
象
を
「
希
薄
な
宗
教

性
」
で
あ
る
と
し
、
流
行
の
消
失
に
よ
っ
て
急
激
に
終
息
し
て
い

く
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
社
界
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
「
メ
デ
ィ
ア
利
用
」
に
つ
い
て
、
依
然
と
し

て
活
発
と
は
い
え
な
い
現
状
に
対
し
、
今
後
そ
う
い
っ
た
技
術
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
ま
と
め
て
お
り
、

現
代
の
事
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
神
社
界
も
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
が
発
信
す
る
情
報
か
ら
完
全
に
離
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
現
代

と
神
道
の
関
係
や
神
社
の
あ
り
方
は
、
今
後
も
注
目
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
実
証
的
な
切
り
口
の
書
籍
は
ま
だ

数
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
神
道
に
関
す
る
課
題
に
向
き
合
う
、
ひ

と
つ
の
契
機
と
し
て
是
非
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

石
井
研
士
編

『
神
道
は
ど
こ
へ
い
く
か
』

　
　

ぺ
り
か
ん
社　

平
成
二
十
二
年
十
一
月　

Ａ
5
判　

二
八
〇
頁　

本
体
二
四
〇
〇
円
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副
題
に
出
て
く
る
「
蹇
蹇
」
と
は
易
経
の
「
王
臣
蹇
蹇
、
匪
躬

之
故
」
に
由
来
、「
困
難
に
苦
し
ん
で
克
服
す
る
」「
忠
義
を
尽
く

す
」
意
味
で
あ
る
。
筆
者
が
本
書
の
中
で
「
日
本
外
交
の
創
始

者
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
明
治
外
交
の
代
表
的
人
物
と
言
え
ば
陸

奥
宗
光
を
お
い
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

日
清
戦
争
勝
利
後
の
三
国
干
渉
、
不
平
等
条
約
改
正
等
の
外
交

問
題
を
鋭
い
洞
察
力
と
決
断
力
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
、
領
事
裁
判

権
の
撤
廃
を
成
功
さ
せ
、
そ
の
後
小
村
寿
太
郎
に
よ
っ
て
関
税
自

主
権
を
回
復
す
る
に
至
る
。
ま
さ
に
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
大

人
物
で
あ
っ
た
。

　

第
一
章
で
は
日
清
戦
争
を
勝
利
へ
導
い
た
陸
奥
の
外
交
力
を
解

説
、
続
く
第
二
章
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
干
渉
に
対
し
陸
奥
の
早
目

早
目
の
外
交
措
置
で
、
開
戦
の
障
碍
を
除
い
て
い
っ
た
裁
量
を
紹

介
、
第
三
章
で
は
開
国
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
不
平
等
条
約
の
改

正
が
伊
藤
・
陸
奥
の
も
と
で
日
清
開
戦
前
夜
、
達
成
さ
れ
る
経
緯

が
述
べ
ら
れ
、
第
五
章
で
は
世
論
に
流
さ
れ
ず
内
外
の
情
勢
を
冷

静
に
観
察
し
て
い
っ
た
経
緯
を
、
第
六
章
で
は
、
透
徹
し
た
洞
察

力
で
日
清
戦
争
の
状
況
を
見
極
め
て
い
る
。
第
七
章
で
は
、
三
国

干
渉
の
中
で
国
家
の
命
運
を
か
け
た
指
導
者
の
識
見
が
見
事
に
発

揮
さ
れ
、
第
八
章
で
、「
乱
麻
を
断
つ
」
の
題
の
如
く
陸
奥
の
憂

国
の
慨
世
の
気
力
は
最
後
ま
で
衰
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
お
わ
り
に
」
で
筆
者
は
、
戦
後
日
本
の
政
治
が
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
状
況
を
何
度
も
迎
え
な
が
ら
、
ク
ー
デ
ー
タ
ー
の
噂
さ

え
な
し
で
来
た
こ
と
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
礎
に
よ
っ
て
、

日
本
の
民
主
主
義
は
強
固
な
基
盤
と
な
り
、
そ
れ
を
築
い
た
の
は

陸
奥
で
あ
り
、
そ
の
意
志
を
継
い
だ
の
が
原
敬
、
西
園
寺
公
望
だ

と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
国
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
領
海
侵
犯
が
多
発
し
て
い
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
毅
然
た
る
対
応
が
出
来
ず
に
い
る
今
の
政
府
に
対

し
、
厭
気
が
さ
し
て
い
る
国
民
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。
国
難
を

乗
り
切
っ
た
陸
奥
の
『
蹇
蹇
録
』
に
、
今
の
外
交
問
題
も
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
好
書
で
あ
る
。

岡
崎
久
彦
著

『
明
治
の
外
交
力
―
陸
奥
宗
光
の
「
蹇け

ん

蹇け
ん

録ろ
く

」
に
学
ぶ
―
』

　
　

海
竜
社　

平
成
二
十
三
年
二
月　

Ａ
5
判　

三
二
九
頁　

本
体
一
六
〇
〇
円



332明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 48 号〕平成 23 年 11 月

紹　　介
　

筆
者
が
「
は
し
が
き
に
」
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
本

学
会
紀
要
四
七
号
に
執
筆
さ
れ
た
「
教
育
基
本
法
と
教
育
勅
語
」

（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
復
刊
四
七
号
特
集
「
近
代
日
本
の
教
育
と
伝
統
文

化
」
所
収
）
を
き
っ
か
け
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
を
研
究

す
る
教
育
学
界
に
対
し
て
厳
し
く
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
教
育
基
本
法
と
教
育
勅
語
―
教
育
学
界
の
動
き
と
連

動
し
て
―
」（
前
掲
復
刊
四
七
号
特
集
「
近
代
日
本
と
伝
統
文
化
」
掲

載
）
と
第
二
章
「
教
育
基
本
法
の
制
定
過
程
と
教
育
勅
語
」（
平
成

十
五
年
八
月
二
十
五
日
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
教
育
学
関

連
15
学
会
共
同
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
教
育
基
本
法
改
正
問
題
を
考
え
る

④
制
定
過
程
を
め
ぐ
る
論
点
と
課
題
」
で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
掲
載
）
は
、

戦
後
の
日
本
に
於
け
る
教
育
学
界
に
対
し
、
子
供
へ
の
教
育
の
根

幹
た
る
道
徳
教
育
が
蔑
ろ
に
さ
れ
、
戦
後
六
十
年
を
過
ぎ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
戦
前
の
教
育
は
全
て
悪
か
っ
た
か
の
よ
う
な
前
提
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を
解
説
。

　

第
三
・
四
章
は
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
第
三
章
で
は

「
新
教
育
基
本
法
制
定
の
意
義
と
本
質
」
と
題
し
、
普
遍
的
な
教

育
を
創
造
し
て
い
く
の
が
、
教
育
研
究
者
の
本
来
の
役
割
で
あ
る

の
が
、
日
本
の
教
育
研
究
者
は
そ
の
使
命
を
放
棄
し
て
い
る
事
を

強
調
さ
れ
、
教
育
基
本
法
の
名
に
お
い
て
国
家
を
否
定
し
た
り
、

子
供
た
ち
へ
の
道
徳
教
育
を
否
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
本
末
顚
倒

で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
ま
た
、

新
教
育
基
本
法
は
旧
教
育
基
本
法
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
制
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
教
育
基
本
法
も
、
旧
教
育
基
本
法
と
基

本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
事
を
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か

し
逆
に
不
足
す
る
も
の
が
新
教
育
基
本
法
に
は
目
立
つ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。
第
四
章
「
新
教
育
基
本
法
の
逐
次
解
説
」
で
は
、
後

期
中
等
教
育
で
の
哲
学
や
親
学
の
教
育
の
欠
如
の
問
題
や
、
幼
稚

園
、
保
育
所
の
教
師
の
養
成
教
育
に
お
け
る
親
学
、
そ
し
て
教
師

教
育
一
般
に
お
け
る
宗
教
学
の
学
習
の
欠
如
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
教
育
の
頽
廃
が
叫
ば
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、
本
書
と
教

育
勅
語
を
通
し
て
教
育
の
再
興
を
願
い
た
い
。

杉
原
誠
四
郎
著

『
新
教
育
基
本
法
の
意
義
と
本
質
』
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